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〈
大
会
発
表
要
旨
〉

◆
橋
本
陽
介
　
中
国
語
連
体
修
飾
、〝
的
〞
の

通
時
的
研
究

　
中
国
語
は
Ｓ
Ｖ
Ｏ
語
順
の
言
語
で
あ
る
が
、

連
体
節
を
含
め
た
修
飾
語
が
前
置
さ
れ
る
と
い

う
、
世
界
的
に
見
て
も
珍
し
い
特
徴
を
持
つ
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
中
国
語
で
は
、

文
を
複
雑
化
さ
せ
る
際
に
、〝
連
体
節
＋
的
＋

名
詞
〞
の
形
を
取
る
た
め
、
複
雑
な
連
体
節
が

名
詞
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に

は
、〝
連
体
節
＋
的
＋
名
詞
〞
の
構
造
の
「
連

体
節
」
の
部
分
に
複
雑
な
構
造
が
取
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
主
に
二
十
世
紀
以
降
で
あ

り
、
外
国
語
の
翻
訳
の
影
響
に
よ
る
と
み
ら
れ

る
。
現
在
で
も
、
長
い
連
体
節
は
文
法
上
可
能

に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
修
辞
的
に
は
好
ま
れ

な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
流
水
文
の
形
式
が
使

用
さ
れ
、
意
味
的
に
修
飾
成
分
を
担
う
も
の
が

後
置
さ
れ
て
い
る
。

　〝
連
体
節
＋
的
＋
名
詞
〞
の
修
飾
節
部
分
が

複
雑
に
な
っ
た
も
の
は
、
外
国
語
の
翻
訳
に

よ
っ
て
産
れ
た
と
し
ば
し
ば
指
摘
は
あ
る
も
の

の
、
実
際
の
と
こ
ろ
五
四
時
期
以
降
と
そ
れ
以

前
で
、
ど
の
程
度
の
違
い
が
あ
る
の
か
は
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、

五
四
時
期
以
前
の
〝
的
〞
を
使
っ
た
連
体
節
の

構
造
を
見
、
ど
の
程
度
「
複
雑
（
単
純
）
」
だ
っ

た
の
か
を
確
認
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
五
四
時

期
の
連
体
〝
的
〞
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の

か
を
見
た
。

◆
和
田
英
信
　
李
白
テ
ク
ス
ト
の
揺
ら
ぎ

　
李
白
の
作
品
に
は
「
揺
ら
ぎ
」
が
多
い
。
ま

ず
は
集
に
示
さ
れ
る
少
な
か
ら
ぬ
文
字
の
異

同
。
そ
の
文
字
の
異
同
の
な
か
に
は
、
作
品
が

李
白
の
手
も
と
に
あ
っ
た
時
に
由
来
す
る
「
揺

ら
ぎ
」
も
含
ま
れ
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
か
か
る
文
字
の
「
揺
ら
ぎ
」
は
、
い
ず

れ
が
李
白
の
真
で
あ
っ
た
か
と
い
う
議
論
に
読

者
を
導
く
。
李
白
の
真
を
求
め
る
読
者
の
思
い

は
、
李
白
詩
の
「
真
偽
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
多

さ
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の
ほ
か
李
白
詩
に
は
、

読
者
の
読
み
が
新
た
な
テ
ク
ス
ト
を
生
成
し
た

と
思
し
き
事
例
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
発

表
で
は
、
李
白
詩
の
「
揺
ら
ぎ
」
に
目
を
と
め

て
、
古
典
中
国
の
文
学
の
場
に
お
い
て
詩
を
読

む
こ
と
の
意
味
と
、
李
白
詩
の
特
色
を
再
考
し

た
。（
本
発
表
を
ま
と
め
た
論
文
は
『
〈
中
国
の

詩
学
〉
を
超
え
て
│
川
合
康
三
先
生
喜
寿
記
念

論
集
』
研
文
出
版
、
二
〇
二
四
年
、
に
掲
載
）

〈
例
会
発
表
要
旨
〉

◆
鄭
瑞
雪
　
江
戸
期
に
お
け
る
徐
渭
詠
雪
の
受

容
と
変
容

　
明
の
徐
渭
（
一
五
二
一
―
一
五
九
三
）
が
詠

ん
だ
長
篇
詠
雪
七
言
排
律
「
次
夕
降
摶
雪
、
徑

滿
鵝
鴨
卵
、
余
睡
而
復
起
、
焼
竹
照
之
八
十
韻
」

（
『
徐
文
長
文
集
』
巻
九
、
以
下
「
徐
渭
詠
雪
」

と
略
記
）
は
、
中
国
で
は
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
影

響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代

に
日
本
へ
伝
来
し
た
後
、
特
に
重
要
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
本
発
表
で
は
、「
徐
渭
詠
雪
」
と
そ
の
江
戸

時
代
に
お
け
る
模
倣
作
で
あ
る
、
江
戸
中
期
の

梁
田
蛻
巌
（
一
六
七
二
―
一
七
五
七
）
に
よ
る

「
詠
雪
並
序
」（
『
蛻
巌
集
』
巻
三
、
以
下
「
蛻

巌
詠
雪
」
と
略
記
）、
お
よ
び
江
戸
末
期
の
大

沼
枕
山
（
一
八
一
八
―
一
八
九
一
）
に
よ
る
「
詠

雪
詩
」（
『
凞
々
堂
叢
詩
』、
以
下
「
枕
山
詠
雪
」

と
略
記
）
を
研
究
対
象
と
す
る
。
音
韻
と
詩
語

の
二
つ
の
側
面
か
ら
、「
徐
渭
詠
雪
」
が
江
戸



三
四

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
　
第
四
十
四
号

期
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
変
容
さ

れ
た
の
か
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
三
作
に
見

ら
れ
る
禁
体
詩
へ
の
探
索
意
識
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

　
音
韻
の
面
で
は
、「
蛻
巌
詠
雪
」
と
「
枕
山

詠
雪
」
は
「
徐
渭
詠
雪
」
の
出
韻
や
反
則
と
い
っ

た
問
題
点
を
受
け
入
れ
つ
つ
も
、
険
韻
の
使
用

や
長
韻
の
体
裁
を
通
じ
て
禁
体
詩
へ
の
挑
戦
意

識
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
詩
語
の
面
で
は
、

「
蛻
巌
詠
雪
」
と
「
枕
山
詠
雪
」
に
お
い
て
「
徐

渭
詠
雪
」
か
ら
念
入
り
に
改
造
さ
れ
た
詩
語
が

見
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
禁
体
詩
か
ら
の
影
響
を
受

け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
本
発
表
の
内
容
は
、
発
表
者
が
執
筆
中
の
修

士
論
文
「
日
本
に
お
け
る
禁
体
詩
の
規
範
の
変

容
―
『
蛻
巌
詠
雪
』
と
『
枕
山
詠
雪
』
を
通
し

て
」
の
一
部
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

◆
董
子
華
　「
行
旅
」
の
空
間
と
そ
の
変
遷
―

宋
・
斉
・
梁
の
詩
を
中
心
に
し
て

　
本
発
表
で
は
、
宋
・
斉
・
梁
の
行
旅
詩
に
お

け
る
空
間
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
行
旅
詩
は
六

朝
時
期
に
多
作
さ
れ
、『
文
選
』
に
も
一
つ
の

部
類
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。
中
国
古
典
詩

の
系
統
に
お
い
て
、「
行
旅
」
は
一
般
的
な
旅

で
は
な
く
、
官
吏
の
転
任
に
伴
い
、
本
来
あ
る

べ
き
場
所
を
離
れ
て
異
郷
に
赴
く
旅
に
特
定
さ

れ
て
い
る
。
行
旅
詩
の
中
に
は
旅
人
の
思
い
が

屡
々
現
れ
て
い
る
が
、
行
旅
の
定
義
か
ら
、
旅

を
す
る
こ
と
は
作
者
の
自
発
の
行
動
と
言
え

ず
、
ま
た
一
人
で
行
動
す
る
こ
と
も
考
え
に
く

い
。
行
旅
詩
は
詩
人
の
個
人
的
営
為
と
官
吏

と
し
て
の
身
分
が
共
同
作
業
し
た
産
物
で
あ
る

と
考
え
て
良
い
。
創
作
目
的
と
内
容
か
ら
見
れ

ば
、
作
者
た
ち
は
自
ら
の
公
的
な
役
割
、
即
ち

官
吏
と
し
て
の
身
分
に
対
し
て
自
覚
を
持
っ
て

い
る
が
、
文
学
的
加
工
に
よ
っ
て
文
学
者
と
し

て
の
個
人
的
な
感
覚
を
行
旅
詩
の
空
間
に
投
影

し
て
い
る
。
全
体
的
に
見
れ
ば
、
宋
か
ら
梁
へ

の
行
旅
詩
に
お
け
る
空
間
は
次
第
に
概
念
的
で

平
面
な
型
作
り
を
脱
却
し
、
目
に
映
る
景
物
と

広
が
る
作
者
の
心
象
風
景
の
融
合
に
よ
っ
て
、

よ
り
繊
細
に
具
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

◆
趙
美
子
　
江
戸
後
期
に
お
け
る
杜
甫
詩
の
評

価
と
受
容
　

　
本
発
表
は
江
戸
後
期
の
漢
詩
と
詩
話
に
見
え

る
杜
甫
に
か
か
わ
る
内
容
を
め
ぐ
っ
て
、
杜
甫

詩
に
対
す
る
評
価
と
受
容
を
討
論
し
た
。
明
の

前
後
七
子
か
ら
伝
来
し
た
復
古
的
な
思
想
に
反

発
し
、
宋
詩
を
唱
え
て
袁
宏
道
ら
の
性
靈
派
に

賛
成
す
る
の
は
こ
の
時
代
の
風
潮
で
あ
る
が
、

杜
甫
を
重
視
す
る
詩
人
も
多
く
い
た
。
た
だ
、

杜
詩
を
学
ぶ
こ
と
が
宋
詩
を
読
む
目
的
だ
と
い

う
釈
六
如
の
主
張
に
対
し
、
山
本
北
山
は
杜
詩

を
読
む
こ
と
は
清
新
の
詩
を
作
る
た
め
だ
と

主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
が
異
な
る

が
、
杜
甫
を
尊
重
す
る
気
持
ち
は
共
通
し
て
い

る
。
江
戸
後
期
の
詩
話
で
は
、
杜
詩
を
詩
句
・

詩
語
・
格
律
な
ど
の
各
方
面
か
ら
考
察
し
て
い

る
。
特
に
杜
甫
を
褒
め
称
え
る
一
般
的
な
評
価

の
ほ
か
、
や
や
非
難
の
意
味
を
含
め
る
内
容
も

見
え
る
。
同
時
代
の
漢
詩
に
も
杜
甫
を
詠
う
詩

や
、
杜
甫
か
ら
の
典
故
と
表
現
を
用
い
る
詩
が

か
な
り
あ
り
、
杜
詩
受
容
の
状
況
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
江
戸
漢
詩
の
研
究
だ
け
で
は
な

く
、
杜
甫
の
研
究
と
し
て
も
非
常
に
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。

◆
閻
瑜
　
中
島
端
・
中
島
竦
・
中
島
比
多
吉
と

近
代
中
国
　
―
資
料
か
ら
読
み
取
る
中
島
敦
の

伯
父
と
叔
父
の
仕
事
―

　
中
島
敦
（
一
九
〇
九
〜
一
九
四
二
）
は
、
西

洋
文
学
か
ら
中
国
古
典
へ
と
関
心
を
移
し
、



三
五

交
　
　
流

「
山
月
記
」
や
「
李
陵
」
な
ど
の
名
作
を
生
み

出
す
と
と
も
に
、
近
代
中
国
を
舞
台
と
し
た

「
北
方
行
」
も
執
筆
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、

中
国
に
長
期
間
滞
在
し
、
広
範
な
交
友
関
係
を

築
い
た
伯
父
・
端
（
一
八
五
九
〜
一
九
三
〇
）、

竦
（
一
八
六
一
〜
一
九
四
〇
）、
お
よ
び
叔
父
・

比
多
吉
（
一
八
七
六
〜
一
九
四
八
）
の
影
響
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
、
端
、
竦
お
よ
び

比
多
吉
と
近
代
中
国
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
調

査
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
彼
ら
が
中
国
文
人
と

築
い
た
交
友
関
係
や
、
そ
れ
が
日
中
両
国
の
社

会
や
文
壇
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
未
解
明

な
点
が
多
い
。
本
発
表
で
は
、
手
書
き
原
稿
、

当
時
の
新
聞
・
雑
誌
、
書
籍
な
ど
の
一
次
資
料

を
用
い
て
、
端
、
竦
お
よ
び
比
多
吉
が
中
国
文

人
と
築
い
た
交
友
関
係
と
、
そ
の
文
化
交
流
が

日
中
両
国
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
が
中
島
敦
の
思
想
や
作
品
創

作
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い

て
も
検
討
を
行
っ
た
。

〈
修
士
論
文
要
旨
〉

◆
鄭
瑞
雪
　
日
本
に
お
け
る
禁
体
詩
の
規
範
の

変
容
―
「
蛻
巌
詠
雪
」
と
「
枕
山
詠
雪
」
を
通

し
て
―

　
本
論
文
で
は
、
日
本
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た

二
つ
の
禁
体
詩
、
梁
田
蛻
巌
の
「
詠
雪
並
序
」

（
『
蛻
巌
集
』
巻
三
、
以
下
「
蛻
巌
詠
雪
」
）
と

大
沼
枕
山
の
「
詠
雪
詩
」（
『
凞
々
堂
叢
詩
』
、

以
下
「
枕
山
詠
雪
」
）
を
中
心
に
考
察
す
る
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
模
倣
対
象
と
し
て
、
明
の
徐

渭
に
よ
る
「
次
夕
摶
降
雪
、
徑
滿
鵝
鴨
卵
。
余

睡
而
復
起
燒
竹
照
之
八
十
韻
」（
『
徐
文
長
文

集
』
巻
九
、
以
下
「
徐
渭
詠
雪
」
）
を
参
照
し
、

日
本
に
お
け
る
禁
体
詩
の
規
範
変
容
、
そ
の
原

因
と
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

　
第
一
章
で
は
、
禁
体
詩
の
本
質
で
あ
る
「
景

色
表
現
の
抑
制
」
と
規
範
と
の
関
係
を
明
確
に

し
、「
蛻
巌
詠
雪
」
と
「
枕
山
詠
雪
」
が
禁
体

詩
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
二
章
で
は
、

語
義
や
音
韻
の
分
析
を
通
じ
、
禁
字
や
雪
に
関

す
る
意
象
の
使
用
、
出
韻
や
反
則
と
い
っ
た
規

範
変
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
三
章
で
は
、
規

範
変
容
の
原
因
と
し
て
「
白
戦
空
拳
」
の
解
釈

差
や
江
戸
時
代
に
お
け
る
漢
詩
音
韻
の
緩
や
か

さ
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
そ
の
意
義
と
し
て
、

創
作
自
由
の
拡
大
と
詠
物
手
法
の
革
新
と
い
う

二
点
を
挙
げ
た
。

◆
林
雨
璐
　
文
学
の
空
間
理
論
へ
の
一
補
足
―

周
痩
鵑
の
影
戯
小
説
を
中
心
に
―

　
本
稿
で
は
、
一
つ
の
影
戯
に
基
づ
い
て
創
作

さ
れ
た
二
篇
の
小
説
―
周
瘦
鵑
の
「
嗚
呼
…
…

戰
」
と
包
天
笑
「
情
空
」
―
と
の
比
較
分
析
を

通
じ
、
一
つ
の
映
画
に
対
す
る
異
な
る
言
語
表

現
の
問
題
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
周
瘦
鵑
の
影

戯
小
説
「
龐
貝
城
之
末
日
」
と
そ
の
影
戯
原
作

the last days in pom
peii

の
空
間
表
現
と
空

間
構
造
の
比
較
分
析
を
通
じ
、
映
画
か
ら
言
語

へ
転
換
す
る
際
の
空
間
構
造
の
相
違
を
分
析
す

る
。

　
第
一
章
で
は
、
こ
こ
ま
で
の
文
学
に
お
け
る

空
間
理
論
を
ま
と
め
、
未
解
決
の
問
題
を
抽
出

す
る
。
第
二
章
で
は
、
映
画
の
中
国
伝
来
、
影

戯
小
説
の
発
展
を
考
察
す
る
。
研
究
対
象
を
明

ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
は
、
小
説
の
冒
頭
と

シ
ー
ン
の
つ
な
が
り
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
を

行
う
。「
嗚
呼
…
…
戰
」
は
「
情
空
」
と
は
異

な
る
独
特
な
空
間
構
造
を
持
っ
て
、
特
に
物
語



三
六

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
　
第
四
十
四
号

展
開
に
お
い
て
時
間
よ
り
も
空
間
を
重
視
し
て

い
る
。
第
四
章
で
は
、
影
戯
小
説
と
影
戯
原
作

の
比
較
を
通
じ
、
影
戯
の
空
間
構
造
は
ラ
ン
ダ

ム
で
、
分
散
的
な
特
性
に
対
し
、
小
説
の
空
間

構
造
は
階
層
性
と
包
摂
性
が
あ
る
と
い
う
結
論

が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
析
を
通

じ
、「
映
画
の
空
間
が
時
間
的
な
言
語
テ
ク
ス

ト
に
転
換
さ
れ
る
問
題
」
に
対
す
る
一
つ
の
解

答
を
提
示
す
る
。

〈
近
況
報
告
等
〉

◆
戸
髙
留
美
子
　
矢
嶋
先
生
を
偲
ぶ

　
矢
嶋
先
生
は
一
九
七
五
年
本
学
に
て
修
士
号

を
、
一
九
九
八
年
に
博
士
号
を
取
得
さ
れ
た

（
学
位
取
得
論
文
：「
庾
信
研
究
―
恥
意
識
と
修

辞
の
特
色
に
つ
い
て
」
）
。
そ
の
間
も
庾
信
を

中
心
に
ご
研
究
に
邁
進
し
、
多
く
の
論
文
と
著

書
を
発
表
さ
れ
た
。
翻
訳
、
解
説
書
な
ど
を
含

め
国
内
外
の
別
な
く
業
績
を
あ
わ
せ
る
と
枚
挙

に
遑

い
と
ま

が
な
い
。
ま
た
学
術
振
興
に
大
き
な
貢

献
を
す
る
一
方
亜
細
亜
大
学
教
養
学
部
で
公
務

と
研
究
指
導
に
従
事
さ
れ
た
。

　
私
は
個
人
的
に
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

亜
細
亜
大
学
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
私
の
夫
も
ま
た
然
り
。『
六
朝
学
術
学
会
報
』

編
集
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
際
大
失
態
を
お

か
し
た
私
と
一
緒
に
、
矢
嶋
先
生
は
「
後
輩
が

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
頭
を
下
げ
て
く
だ

さ
っ
た
。
今
思
い
返
し
て
も
恐
縮
至
極
、
恥
じ

入
る
ば
か
り
だ
。

　
圧
倒
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
で
あ
り
な
が

ら
情
に
篤
く
、
周
囲
へ
の
気
遣
い
も
忘
れ
ぬ
優

し
い
お
人
柄
だ
っ
た
。
矢
嶋
先
生
へ
深
く
感
謝

申
し
上
げ
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。


